
鹿
児
島
県
に
お
け
る

旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路

―
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編

『
学
友
会
雑
誌
』
の
分
析
を
中
心
に
―

烏

田

直

哉

N
aoya
K
A
RA
SU
D
A

キ
ー
ワ
ー
ド
：
卒
業
生
進
路

陸
海
軍
諸
学
校

鹿
児
島
県

旧
制
中
学
校

K
ey
W
ords：
Course
after
Graduate,T
he
Im
perialM
ilitary
and
N
aval

A
cadem
y
,
K
agoshim
a
Prefecture,
M
iddle
School

要
約本

稿
で
は
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
動
向
を
明
ら
か
に

し
た
。

ま
ず
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
中
学
校
設
置
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
整
理
し
た
。
つ

い
で
、
既
刊
の
統
計
や
地
方
史
お
よ
び
学
校
史
等
か
ら
同
県
に
お
け
る
卒
業
生
進
路

の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
さ
ら
に
細
部
を
検
討
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
立
第
二

鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編
『
学
友
会
雑
誌
』
を
用
い
、
具
体
的
な
進
路
お
よ
び
、
そ

れ
を
特
徴
づ
け
る
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

分
析
の
結
果
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
①
高
等
学
校
、
大
学
予
科
、
専

門
学
校
等
へ
の
進
学
者
比
率
が
全
国
的
に
み
て
低
い
一
方
で
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の

進
学
者
比
率
が
相
対
的
に
高
く
、
特
に
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
一
貫
し
て

全
国
計
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
②
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
全
国
平
均
二

％
台
（
昭
和
十
二
〜
十
七
年
）
と
い
う
昭
和
戦
前
期
に
あ
っ
て
、
二
中
の
そ
れ
は
明

ら
か
に
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
③
こ
の
よ
う
な
進
路
動
向
の
背
景
に
は
、
優
秀

な
入
学
者
の
確
保
、
受
験
指
導
、
奨
学
制
度
な
ど
、「
造
士
会
」
の
意
図
す
る
学
校
運

営
が
あ
っ
た
。

A
bstract

T
he
aim
of
this
paper
is
to
clarify
the
course
trends
of
m
iddle

schoolgraduates
under
the
old
system
in
K
agoshim
a
Prefecture.

First,
a
sum
m
ary
w
as
put
in
order
about
the
history
of
m
iddle

schoolestablishm
ent
in
K
agoshim
a
Prefecture.
N
ext,
the
features
of

the
graduate
course
w
as
considered
from
the
previously
published

statistics,
local
history
and
school
history,
etc..
Furtherm
ore,
the

details
in
courses
w
ere
m
ade
clear
using
alum
nim
agazines
and
itw
as

considered
aboutthe
background
w
here
course
is
m
arked.

T
he
follow
ing
points
becam
e
clear
as
a
resultofthe
analysis.

(1)
T
he
ratio
of
the
persons
going
to
a
higher
schools
and
the

specialcolleges
and
so
on
w
as
low
com
pared
w
ith
other
Prefectures.

O
n
the
other
hand,
the
ratio
of
the
persons
going
to
M
ilitary
and

N
aval
A
cadem
y
w
as
high.
T
he
ratio
of
the
persons
going
to
N
aval

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路1



A
cadem
y
w
as
consistent,
and
exceeded
the
national
average
in

particular.

(2)
A
t
the
tim
e
w
hen
the
percentage
ofstudents
w
ho
w
ent
to
the

M
ilitary
and
N
avalA
cadem
y
w
as
on
average
about
2%
nationw
ide,

thatratio
in
K
agoshim
a
Second
M
iddle
Schoolw
as
clearly
above
that.

(3)
Canvas
of
such
course
trends
had
excellent
securem
ent

am
ongst
new
student's
,
taking
an
exam
ination
guidance
and

scholarship
program
.
A
nd
that
agreed
w
ith
the
aim

of

“K
A
GO
SH
IM
A
ZO
SH
IK
A
I”

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
の
卒
業
生
進
路
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
軍
関
係
学
校
へ
の
進
学
に
着
目
し
て
検
討

す
る
。

旧
制
中
学
校
卒
業
生
進
路
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ

て
き
た
。『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
で
は
、「
中
学
校
の
社
会
的
な
機
能
」⑴
等
と
し

て
、
そ
の
時
代
別
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る⑵
。
中
学
校
の
当
初
の
目
的
と
し

て
、「
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
シ
又
ハ
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
須
要

ナ
ル
教
育
ヲ
為
ス
」と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、制
度
的
な
改
変
は
あ
っ

た
が
、
大
ま
か
に
み
れ
ば
、
そ
の
進
路
は
「『
進
学
』『
就
職
』『
其
ノ
他
』」⑶
に
三
分

さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
旧
制
中
学
校
の
社
会
的
機
能
に
は
地
域
的
、
あ

る
い
は
学
校
間
で
の
違
い
が
大
き
く
、
特
殊
性
や
多
様
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る⑷
。
中
等
教
育
の
普
及
拡
大
を
説
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
こ
う

し
た
地
域
的
特
殊
性
に
着
目
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
動
向
に
み
ら
れ
る
特
色
に
つ
い

て
、地
方
史
、学
校
史
等
で
の
記
述
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
鹿
児
島
県
は「
尚

武
の
国
」⑸
で
あ
る
と
の
記
述
が
『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
山
口
県

に
お
い
て
も
中
学
校
か
ら
軍
関
係
諸
学
校
へ
の
進
学
が
目
立
っ
た
が
、同
県
の
場
合
、

「
陸
の
長
州
」⑹
と
形
容
さ
れ
た⑺
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
軍

関
係
学
校
へ
の
進
学
、
特
に
海
軍
志
向
が
強
か
っ
た
と
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る⑻
。

日
本
海
海
戦
に
お
い
て
連
合
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
東
郷
平
八
郎
、
真
珠
湾
攻
撃

に
あ
た
り
「
軍
神
」
と
称
さ
れ
た
横
山
正
治
ら
の
存
在
な
ど
、
学
校
史
等
に
お
い
て

海
軍
軍
人
に
関
す
る
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る⑼
。
こ
の
よ
う
な
人
物
の
輩
出
も
鹿
児

島
県
の
「
海
軍
色
」
の
強
さ
の
、
一
つ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う⑽
。

旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
、
特
に
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
に
つ
い
て
、
広
田

照
幸
の
論
考
な
ど
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が⑾
、
個
別
具
体
的
な
卒
業
後
進
路

の
詳
細
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
中
学
校
設
置
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
整

理
す
る
。
そ
し
て
、
既
刊
の
統
計
や
学
校
史
か
ら
、
鹿
児
島
県
に
焦
点
を
当
て
て
中

学
校
卒
業
生
進
路
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
細
部
を
検
討
す
る

た
め
、
鹿
児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編
『
学
友
会
雑
誌
』（
鹿
児
島
県
立

図
書
館
蔵
）
を
用
い
、
具
体
的
な
進
路
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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一
．
鹿
児
島
県
に
お
け
る
県
立
中
学
校
設
置
状
況

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
終
戦
ま
で
に
県
立
十
四
校
、
市
立
一
校
、
私
立
二
校
、

計
十
七
校
の
旧
制
中
学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る⑿
。
こ
こ
で
は
明
治
期
を
中
心
に
鹿

児
島
県
に
お
け
る
県
立
中
学
校
設
置
概
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

県
立
中
学
校
設
置
に
つ
い
て
、『
第
七
高
等
学
校
造
士
館
一
覧

自
昭
和
十
五
年

四
月
至
昭
和
十
六
年
三
月
』
中
の
「
沿
革
略
」
に
よ
る
と
、
明
治
十
七
(一
八
八
四
)

年
、「
旧
鹿
児
島
藩
主
公
爵
島
津
忠
義
祖
先
ノ
遺
志
ヲ
紹
キ
巨
額
ノ
金
員
ヲ
寄
附
シ

テ
造
士
館
再
興
ノ
事
ヲ
県
庁
ニ
委
託
セ
リ
是
ニ
於
テ
同
年
十
二
月
鹿
児
島
中
学
ト
鹿

児
島
学
校
ト
ヲ
廃
シ
其
ノ
資
産
ヲ
併
セ
地
ヲ
元
鹿
児
島
学
校
ノ
旧
址
ニ
卜
シ
教
場
ヲ

増
築
シ
中
学
校
教
則
大
綱
ニ
基
キ
新
ニ
学
校
ヲ
設
置
シ
之
ヲ
名
ケ
テ
鹿
児
島
県
立
中

学
造
士
館
ト
称
ス
」⒀
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
県
立
鹿
児
島
中
学
校

と
公
立
鹿
児
島
学
校
が
合
併
し
、
島
津
家
か
ら
の
寄
附
を
得
て
、
新
た
に
鹿
児
島
県

立
中
学
造
士
館
が
創
立
さ
れ
た⒁
。『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
に
も
「
こ
の
中
学
造
士
館

は
、
名
は
県
立
ま
た
は
文
部
省
管
轄
と
な
っ
て
も
、
実
質
は
島
津
家
経
営
の
私
立
学

校
だ
っ
た
」⒂
と
あ
る
よ
う
に
、
島
津
奨
学
資
金
に
よ
る
所
が
大
き
い⒃
。
天
明
六
(一

七
八
六
)年
以
降
の
藩
校
造
士
館
は
明
治
四
(一
八
七
一
)年
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、

中
学
造
士
館
の
創
立
は
そ
の
「
誕
生
復
活
」⒄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
中
学
造
士

館
は
、
明
治
十
九
(一
八
八
六
)年
の
中
学
校
令
公
布
後
、
明
治
二
十
一
(一
八
八
八
)

年
四
月
に
、
官
立
高
等
中
学
造
士
館
に
昇
格
し
た⒅
。
高
等
中
学
校
が
存
在
し
、
そ
の

予
科
が
尋
常
中
学
の
代
替
と
な
っ
た
も
の
の
、
独
立
し
た
尋
常
中
学
校
不
在
の
時
期

が
続
い
た
。

明
治
二
十
七
(一
八
九
四
)年
六
月
、
高
等
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
。
同
令
に
と
も

な
い
、
高
等
中
学
造
士
館
は
、
明
治
二
十
九
(一
八
九
六
)年
九
月
「
文
部
省
ノ
管
理

ヲ
解
キ
生
徒
ハ
他
ノ
高
等
学
校
ニ
転
学
セ
シ
メ
ラ
ル
是
ニ
於
テ
本
館
ハ
廃
校
」⒆
と
な

り
、
本
科
生
徒
を
第
五
高
等
学
校
な
ど
に
転
校
さ
せ
た⒇
。
予
科
生
徒
は
県
庁
の
管
理

に
属
す
る
「
鹿
児
島
県
尋
常
中
学
造
士
館
」
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
に
は
高
等

学
校
の
設
置
が
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
府
県
管
理
と
い
う
形
で
「
造
士
館
」
は
存
続
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
明
治
前
期
に
お
け
る
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
は
複
雑
な
沿
革
を
も

ち
、
中
学
校
令
に
定
め
る
県
立
尋
常
中
学
校
の
設
置
は
遅
れ
た
。「
尋
常
中
学
設
立

の
議
が
起
こ
り
」21
、
尋
常
中
学
造
士
館
と
は
別
に
、
鹿
児
島
県
立
尋
常
中
学
校
が
設

置
認
可
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
六
(一
八
九
三
)年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。『
官
報
』

に
あ
る
と
お
り
、
「
造
士
館
」
と
名
の
付
か
な
い
「
県
立
尋
常
中
学
校
」
が
「
山
下

町
」22
（
鹿
児
島
県
庁
付
近
）
に
設
置
さ
れ
、
明
治
二
十
七
(一
八
九
四
)年
に
授
業
を

開
始
し
た
。
そ
れ
ま
で
島
津
奨
学
金
で
成
り
立
っ
て
い
た
中
等
教
育
は
、
こ
の
県
立

尋
常
中
学
校
設
置
に
よ
り
、
初
め
て
県
費
の
み
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た23
。
そ

し
て
、こ
の
県
立
尋
常
中
学
校
が
後
に「
鹿
児
島
県
立
第
一
鹿
児
島
中
学
校
」（
以
下
、

「
一
中
」と
す
る
）と
な
る
。
同
校
設
置
後
、明
治
三
十
(一
八
九
七
)年
四
月
に
は「
薩

摩
郡
東
水
引
町
」
に
「
鹿
児
島
県
尋
常
中
学
第
一
分
校
」
が
、
同
年
「
姶
良
郡
加
治

木
村
」
に
「
鹿
児
島
県
尋
常
中
学
第
二
分
校
」
が
設
置
さ
れ
た24
。
翌
明
治
三
十
一
(一

八
九
八
)年
に
は
こ
れ
ら
の
分
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
前
者
が
「
鹿
児
島
県
第
二
尋

常
中
学
校
」（
後
に
示
す
「
鹿
児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校
」
で
は
な
い
）、
後
者

が
「
鹿
児
島
県
第
三
尋
常
中
学
校
」
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
二
(一
八
九
九
)年
に
は
、

「
尋
常
」
の
文
字
が
削
除
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
鹿
児
島
県
第
二
中
学
校
」「
鹿
児
島
県
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第
三
中
学
校
」
と
校
名
変
更
し
た
。

さ
て
、
高
等
中
学
造
士
館
の
廃
止
後
、
高
等
学
校
不
在
の
鹿
児
島
県
で
あ
っ
た
が
、

明
治
三
十
四
(一
九
〇
一
)年
に
い
た
り
、
第
七
高
等
学
校
造
士
館
の
設
置
が
実
現
し

た
。
尋
常
中
学
造
士
館
は
同
年
四
月
に
廃
止
さ
れ
、
同
校
生
徒
は
、
同
年
五
月
に
開

設
さ
れ
た
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
中
学
校
分
校
に
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
分
校
が
後
の
鹿

児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校
（
以
下
、「
二
中
」
と
す
る
）
と
な
る
。
明
治
三
十
四

年
、
先
の
「
鹿
児
島
県
第
二
中
学
校
」
は
「
鹿
児
島
県
立
川
内
中
学
校
」
に
、
同
じ

く
「
第
三
中
学
校
」
は
「
鹿
児
島
県
立
加
治
木
中
学
校
」
と
地
名
を
冠
す
る
校
名
と

な
っ
た25
。

明
治
三
十
九
(一
九
〇
六
)年
四
月
、
鹿
児
島
中
学
校
本
校
は
「
第
一
鹿
児
島
中
学

校
」、
鹿
児
島
中
学
校
分
校
は
「
第
二
鹿
児
島
中
学
校
」
と
校
名
変
更
し
た
。
こ
れ
以

降
、
両
校
は
「
一
中
」「
二
中
」
と
し
て
同
市
内
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
沿
革

か
ら
す
る
と
、
前
者
は
中
学
校
令
に
基
づ
く
県
費
に
よ
る
中
学
校
で
あ
り
、
後
者
の

歴
史
が
む
し
ろ
古
い
。「
二
中
が
独
立
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
そ
の
前
身
が

造
士
館
で
あ
る
意
識
」26
が
あ
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
．
統
計
上
に
み
る
鹿
児
島
県
の
中
学
校
卒
業
生
進
路

（
一
）

全
体
の
進
路
動
向

諸
統
計
資
料
よ
り
進
路
動
向
の
概
略
を
確
認
す
る
。【
図
１
】
〜
【
図
４
】
は
、
明

治
四
十
三
(一
九
一
〇
)年
以
降
お
よ
そ
三
十
年
間
の
、
中
学
校
卒
業
者
に
占
め
る
進

学
者
の
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
文
部
省
年
報
』27
中
の
「
前
年
度
本
科
卒
業

者
ノ
本
年
度
末
ノ
状
況
」
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
数
字
を
基
に
、
卒
業
生
総
数
に
占

め
る
進
学
者
等
の
比
率
を
、
鹿
児
島
県
と
全
国
計
と
で
比
較
し
た
。【
図
１
】
〜
【
図

４
】
よ
り
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
高
等
学

校
や
大
学
予
科
、
特
に
専
門
学
校
・
実
業
専
門
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
、
全
国
計
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【図１】高等学校・大学予科進学者比率



に
比
べ
て
鹿
児
島
県
の
そ
れ
は
低
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
、相
対
的
に
み
て
、

高
校
・
大
学
予
科
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者
比
率
が
低
い
一
方
で
、
陸
海
軍
諸
学

校
へ
の
進
学
者
比
率
が
高
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
特
に
、
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者

比
率
は
全
国
計
に
比
べ
て
一
貫
し
て
高
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
陸
海
軍
諸
学
校
に
か
か
る
学
費
は
多
く
が

官
費
で
賄
わ
れ
て
お
り
、「
高
等
教
育
の
学
資
を
支
出
す
る
余
裕
の
な
い
さ
ま
ざ
ま

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路5

【図２】専門学校等進学者比率

【図３】陸軍諸学校進学者比率



な
社
会
層
の
子
弟
が
」28
集
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
試
み
に
、
昭
和
九
(一
九
三
四
)

年
に
お
け
る
第
三
種
所
得
金
額
と
陸
海
軍
諸
学
校
進
学
者
比
率
と
の
関
係
を
み
る
。

【
図
５
】
は
、
横
軸
に
『
大
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
か
ら
得
た
納
税
者
一
人
当
た
り
個

人
所
得
額
、縦
軸
に
陸
海
軍
諸
学
校
進
学
者
比
率
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
散
布
図
で
あ
る
。

確
か
に
鹿
児
島
県
の
他
、
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
熊
本
県
な
ど
に
お
い
て
も
、
個
人
所

得
額
が
低
く
陸
海
軍
諸
学
校
進
学
者
比
率
が
高
い
位
置
に
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
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【図４】海軍諸学校進学者比率

【図５】個人所得と陸海軍諸学校進学者比率



間
に
有
意
な
相
関
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
r=-0.194）29
。

（
二
）

高
等
学
校
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
―
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学

高
校
・
大
学
予
科
、
専
門
学
校
等
の
文
部
省
所
管
学
校
と
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の

進
学
に
つ
い
て
、
全
国
的
に
も
鹿
児
島
県
だ
け
み
て
も
、
絶
対
数
と
し
て
は
前
者
が

多
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し
か
し
、【
図
３
】【
図
４
】
か
ら
考
え
る
と
、
鹿

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路7

【図６】高校・専門学校等―陸士・海兵 進学者比率（明治 43 年）

【図７】高校・専門学校等―陸士・海兵 進学者比率（大正 9年）



児
島
県
に
お
い
て
は
、
他
府
県
に
比
べ
、
後
者
、
す
な
わ
ち
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進

学
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。【
図
６
】
〜
【
図
９
】
は
、
横
軸
に
高
等
学

校
・
大
学
予
科
、
専
門
学
校
、
実
業
専
門
学
校
な
ど
、
文
部
省
所
管
学
校
へ
の
進
学

者
比
率
を
、
縦
軸
に
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
を
、
道
府
県
別
に
示
し
た
散

布
図
で
あ
る
。
交
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
国
平
均
値
を
示
す
。
明
治
四
十
三
(一
九

一
〇
)年
か
ら
十
年
ご
と
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
。
鹿
児
島
県
が
常
に
第
二
象
限
に
位

東海学園大学紀要 第 23 号 8

【図８】高校・専門学校等―陸士・海兵 進学者比率（昭和 5年）

【図９】高校・専門学校等―陸士・海兵 進学者比率（昭和 15 年）



置
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

さ
ら
に
、【
表
１
】

に
よ
り
、『
海
軍
省
年

報
』30
中
の
「
海
軍
生
徒

志
願
者
府
県
別
」
か
ら

み
た
海
軍
兵
学
校
入
学

志
願
者
数
・
採
用
者
数

に
つ
い
て
、
上
位
に
位

置
し
て
い
た
府
県
を
み

て
み
よ
う
。
こ
こ
に
み

る
限
り
、
志
願
者
数
に

つ
い
て
は
、
昭
和
十
一

(一
九
三
六
)年
を
除
い

て
東
京
府
を
上
回
り
常

に
一
位
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
採
用
者
数
に
つ
い

て
も
常
に
五
位
以
内
を

保
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

（
三
）『
学
友
会
雑
誌
』
に
み
る
具
体
的
な
進
学
先

次
に
、
主
に
昭
和
期
に
お
け
る
具
体
的
な
進
学
先
に
つ
い
て
、『
学
友
会
雑
誌
』
の

記
載
内
容
か
ら
検
討
す
る
。【
表
２
】
は
二
中
の
『
学
友
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
進
学
先
の
集
計
で
あ
る31
。

県
内
の
高
等
教
育
機
関
（
第
七
高
等
学
校
造
士
館
一
七
九
名
、
鹿
児
島
高
等
農
林

学
校
一
一
二
名
、
鹿
児
島
高
等
商
業
学
校
七
八
名
、
計
三
六
九
名
）
へ
の
進
学
が
お

よ
そ
三
三
％
を
占
め
て
お
り
、
県
外
の
そ
れ
は
二
九
五
名
、
お
よ
そ
二
七
％
で
あ
っ

た
。
な
お
、「
鹿
児
島
師
範
二
部
」
な
ど
、
師
範
学
校
へ
進
ん
だ
者
も
八
六
名
と
一
定

数
を
占
め
て
い
る
。
師
範
学
校
規
程
の
服
務
義
務
規
定
に
基
づ
き
、
鹿
児
島
県
に
お

い
て
も
「
師
範
学
校
卒
業
者
及
修
了
者
服
務
細
則
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
細

則
で
、
同
県
師
範
学
校
卒
業
者
は
一
定
期
間
を
県
内
に
お
い
て
「
小
学
校
教
員
ノ
職

ニ
従
事
ス
ル
義
務
ヲ
有
」32
し
て
い
た
。
学
資
が
給
与
さ
れ
、
そ
の
後
は
県
内
で
勤
務

す
る
と
い
う
条
件
が
師
範
学
校
を
選
ん
だ
背
景
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
陸
軍
諸
学
校
が
一
四
二
名
、
海
軍
諸
学
校
が
七
三
名
で
あ
り
（
海
軍
兵
学

校
、
機
関
学
校
、
経
理
学
校
、
そ
の
他
で
七
二
名
、
所
在
地
不
明
の
「
海
軍
少
年
整

整
兵
」
の
一
名
）、
合
わ
せ
て
お
よ
そ
二
〇
％
を
占
め
て
い
た33
。
ま
た
、
国
外
の
高
等

教
育
機
関
（
京
城
医
専
、
東
亜
同
文
書
院
、
京
城
帝
大
学
予
科
、
南
満
州
工
業
専
門

学
校
、
建
国
大
学
な
ど
）
へ
の
進
学
者
比
率
が
七
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中

に
は
満
州
帝
国
陸
軍
軍
官
学
校
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
参
考
と
し
て
、
後
述
す
る

進
学
先
か
ら
の
「
同
窓
だ
よ
り
」
等
の
表
題
を
、【
表
３
】
に
挙
げ
て
お
く
。

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路9

【表１】海軍兵学校志願者数・採用者数（府県別）
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【表２】『学友会雑誌』にみられる進学先



三
．『
学
友
会
雑
誌
』
に
み
る
二
中
の
進
路

で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
が
盛
ん
だ
っ
た
の
か
、
そ

の
背
景
を
、
二
中
の
『
学
友
会
雑
誌
』
記
載
内
容
を
中
心
に
検
討
す
る
。

（
一
）
進
学
先
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
一
に
、
学
校
外
か
ら
の
刺
激
、
す
な
わ
ち
進
学
先
か
ら
在
校
生
に
む
け
て
、
進

学
を
勧
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
盛
ん
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
県
内
の

高
等
教
育
機
関
、
す
な
わ
ち
、
第
七
高
等
学
校
造
士
館
、
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
へ

進
学
し
た
卒
業
生
か
ら
の
「
同
窓
だ
よ
り
」
等
も
、【
表
３
】
の
通
り
、
複
数
を
確
認

で
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
示
し
た
限
り
で
言
う
と
、
半
数
近
く
が
、
陸
海
軍
諸
学

校
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
十
年
以
降
に
な
る
と
「
書
院
生
活
紹
介
記
」

「
建
国
大
学
を
紹
介
す
」「
国
立
大
学
新
京
工
鉱
技
術
院
に
就
い
て
」
な
ど
、
植
民
地

統
治
機
構
等
の
設
立
し
た
学
校
も
散
見
さ
れ
る34
。

例
え
ば
、
大
正
十
四
(一
九
二
五
)年
の
『
学
友
会
雑
誌
』
に
は
、
在
校
生
に
宛
て
、

海
軍
兵
学
校
へ
入
学
し
た
二
中
卒
業
生
か
ら
送
ら
れ
た
、「
江
田
島
よ
り
」35
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
私
は
小
な
り
と
も
、
諸
君
の
内
か
ら
、

之
に
得
る
所
が
あ
つ
て
、
近
く
、
江
田
島
に
来
ら
れ
る
人
が
一
人
で
も
多
く
な
ら
ん

事
を
望
み
ま
す
」と
か
、「
鹿
児
島
県
人
は
全
国
で
一
番
多
く
、約
五
十
名
居
り
ま
す
」、

「
私
は
同
じ
母
校
の
内
か
ら
一
人
な
り
と
も
、
江
田
島
に
来
ら
れ
ん
事
を
望
ん
で
止

ま
な
い
の
で
す
。
大
な
る
愛
国
者
は
来
れ
江
田
島
に
」
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
次
に
示
す
、
昭
和
八
(一
九
三
三
)年
の
「
海
兵
だ
よ
り
」
か
ら
も
そ
れ
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
も
、「
君
達
の
中
で
軍
人
に
な
ら
う
と
思
ふ
者
は
う

ん
と
勉
強
し
て
う
ん
と
運
動
し
て
必
ず
兵
学
校
に
来
い
」36
と
、
海
軍
兵
学
校
へ
の
進

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路11

【表３】進学先からの通信



学
を
強
く
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
十
(一
九
三
五
)
年
の
「
海
軍
兵
学
校
だ
よ

り
」37
に
は
、「
兵
学
校
は
、
実
に
男
性
的
な
天
地
だ
。
俺
は
た
ま
ら
な
く
好
き
だ
。
啻

に
武
の
み
で
な
く
又
情
味
の
あ
る
学
校
だ
」
と
、
意
図
的
に
か
、
粗
野
な
筆
致
で
同

校
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
筆
者
に
と
っ
て
、
海
軍
兵
学
校
と
は
、

「
修
道
院
」
で
あ
り
、
ま
た
「
兵
営
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
高
等
学
校
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、「
世
界
最
優
秀
の
兵
学
校
で
あ
る
」
と
し
て
、
高
い
レ
ベ
ル
の
進

学
先
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

一
方
、
海
軍
だ
け
で
な
く
、
陸
軍
士
官
学
校
か
ら
も
同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
て
い
る
。
昭
和
十
(一
九
三
五
)年
の
「
陸
軍
士
官
学
校
だ
よ
り
」38
に
は
、「
愈
々
信

念
を
堅
う
し
て
以
て
来
春
は
輝
し
き
名
誉
あ
る
将
校
生
徒
た
ら
ん
こ
と
を
切
望
す

る
」
と
あ
り
、
二
中
在
校
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
生
徒
は
、
さ
ら
に
、

「
昨
年
の
暮
数
学
の
教
官
殿
が
陸
士
受
験
者
幾
何
答
案
採
点
の
結
果
の
感
想
を
話
さ

れ
た
か
ら
簡
単
に
次
に
記
す
」
と
し
て
、
以
下
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
受
験
対
策

に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
る
。

１
、
教
科
書
ガ
充
分
ニ
了
解
出
来
テ
ヰ
ナ
イ
者
ハ
結
局
ハ
解
答
不
可
能
デ
ア
ル

（
中
略
）

５
、
幾
何
等
ニ
於
テ
特
殊
ノ
図
ヲ
書
ク
ベ
カ
ラ
ズ

問
題
ハ
判
然
ト
ハ
記
憶
シ
テ
ヰ
ナ
イ
ガ
、
次
ノ
様
ナ
モ
ノ
ダ
ツ
タ
ト
思
フ

諸
君
ハ
記
憶
シ
テ
ヰ
ル
ダ
ラ
ウ
ガ
確
カ
コ
ン
ナ
様
ナ
問
題
ガ
ア
ツ
タ
筈
ダ
、
所

ガ
受
験
者
中
ニ
ハ

答
案
ニ

二
等
辺
三
角
形
或
ハ
正
三
角
形
等
ヲ
書
キ
、
何

カ
ゴ
チ
ヤ
〳
〵
証
明
シ
テ
結
局
解
ケ
ナ
イ
モ
ノ
ダ
カ
ラ
三
角
形
Ａ
Ｂ
Ｃ
ガ
一
定

ニ
ナ
ル
カ
ラ

｀HH´
ハ
一
定
等
ト
真
赤
ナ
嘘
ヲ
書
ク
者
ガ
多
々
有
ル
ト
云
フ
コ
ト

ダ
、
注
意
ヲ
要
ス39
。

右
の
よ
う
に
、
幾
何
の
証
明
問
題
の
解
答
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
点
を
図
示
し
て

ま
で
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
帝
都
の
北
市
ヶ
谷
台
上
に
在
り
、
地
方
（
世
間

の
こ
と
）
よ
り
も
一
段
と
高
く
、
校
の
所
々
に
老
木
或
は
桜
樹
繁
り
風
清
く
静
寂
に

し
て
壮
厳
の
気
溢
れ
武
夫
の
舎
と
し
て
は
最
も
適
当
な
所
だ
」
と
記
し
、
同
校
へ
の

憧
憬
を
誘
っ
て
い
る
。
最
後
に
、「
来
年
は
諸
君
の
中
か
ら
多
数
市
ヶ
谷
台
に
学
ば

れ
ん
事
を
切
に
希
望
す
る
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
勧
誘
と
同
時

に
、
具
体
的
な
受
験
対
策
に
つ
い
て
も
、
懇
切
丁
寧
に
在
校
生
に
送
ら
れ
て
い
た
様

子
が
分
か
る
。

さ
て
、
陸
海
軍
諸
学
校
、
県
内
の
高
等
教
育
機
関
の
ほ
か
、
植
民
地
統
治
機
構
等

が
設
置
し
た
各
学
校
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
こ
う
。
昭
和
十
四
(一
九
三
九
)年
の

「『
東
亜
同
文
書
院
大
学
』
便
り
」40
に
は
、
同
校
に
合
格
し
た
後
、「
上
京
↓
伊
勢
神
宮

参
拝
」
を
行
い
、「
入
校
」
す
る
ま
で
の
旅
程
が
描
か
れ
て
い
る
。「
内
地
」
を
「
見

お
さ
め
」
た
後
、
乗
船
す
る
折
に
は
、「
急
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
心
に
」
な
る
心
情

も
綴
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
支
那
の
建
物
等
が
見
え
出
す
と
、『
我
等
は
遂
に
待

望
の
大
陸
に
や
つ
て
来
た
の
だ
』
と
い
ふ
」
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
様
子
が
分
か

る
。
そ
し
て
、
着
港
の
際
に
は
「
出
迎
へ
の
上
級
生
が
ど
つ
と
歓
呼
の
声
を
あ
げ
て

我
々
を
迎
へ
て
く
れ
」、「
固
い
握
手
が
か
は
さ
れ
」
た
。
最
後
に
、「
大
陸
人
材
を
要
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す
る
の
時
我
等
の
書
院
も
大
学
に
昇
格
し
ま
し
た
折
柄
切
に
諸
君
の
御
来
校
を
希
望

し
て
や
み
ま
せ
ぬ
」
と
入
学
を
誘
っ
て
い
る
。「
内
地
」
か
ら
離
れ
る
際
の
不
安
は
や

が
て
期
待
に
変
わ
る
こ
と
、「
支
那
」
で
は
頼
も
し
い
上
級
生
が
迎
え
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
を
二
中
在
校
生
に
伝
え
た
い
と
い
う
意
図
が
み
ら
れ
よ
う
。

「
満
州
国
の
最
高
学
府
」41
と
さ
れ
、「
東
京
帝
大
に
相
当
」
す
る
、
建
国
大
学
か
ら

は
次
の
よ
う
な
紹
介
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
建
国
大
学
を
紹
介
す
」42
と
し
て
、「
一

千
二
百
名
の
二
中
健
児
諸
君
」
に
宛
て
、
同
校
の
概
況
、
現
状
、
学
資
な
ど
に
つ
い

て
綴
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
建
国
大
学
は
、「
満
州
に
於
け
る
唯
一
最
高
の
学
府
」
で
あ
り
、「
東
京
帝

大
に
相
当
」
す
る
と
し
て
い
る
。「
卒
業
後
の
進
路
」
に
つ
い
て
は
、「
官
吏
―
満
州

国
の
経
営
に
あ
た
る
指
導
的
地
位
に
立
つ
人
」、「
例
へ
ば
司
法
、
行
政
、
経
済
、
教

育
等
に
携
る
人
」「
民
間
の
中
央
銀
行
等
に
ゆ
く
人
」で
あ
り
、「
蒙

彊

（
マ
マ
、
「
疆
」
カ
―
―
筆
者
註
）

、

支
那
、
南
洋
方
面
に
活
躍
す
る
人
も
出
来
て
く
る
で
せ
う
」
と
「
前
途
有
望
」
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

学
校
生
活
に
つ
い
て
は
、一
学
年
が
六
つ
の「
塾
」に
分
か
れ
て
お
り
、彼
の「
塾
」

は
、
日
本
人
、「
漢
人
」「
鮮
人
」「
蒙
人
」「
露
人
」
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
様
子

を
紹
介
し
て
い
る
。
鹿
児
島
県
か
ら
入
学
し
た
生
徒
に
は
「
一
中
」「
川
内
」「
大
口
」

「
志
布
志
」「
二
中
」
の
各
中
学
校
出
身
者
が
あ
り
、
ま
た
「
二
中
御
出
身
」
の
教
員

に
つ
い
て
も
ふ
れ
、
同
郷
者
ら
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
親
近
感
を
抱
か
せ

る
よ
う
な
文
面
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
学
資
は
「
全
官
費
」
と
し
て
、
衣
食
住
に
腐
心
す
る
必
要
も
な
い
こ
と
、

ま
た
、「
淋
し
い
処
で
も
な
く
、
又
住
み
に
く
い
処
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
町
に
行
く
と

沢
山
の
日
本
人
に
会
ふ
し
、
到
る
と
こ
ろ
に
日
章
旗
が
翻
つ
て
ゐ
ま
す
。
勿
論
、
匪

賊
等
見
当
り
も
し
ま
せ
ん
」
と
治
安
状
態
や
住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

最
後
に
次
の
よ
う
に
し
め
く
く
り
、
熱
烈
に
入
学
を
勧
め
て
い
る
。

冀
く
ば
諸
君
、
此
の
聖
業
も
吾
が
薩
摩
健
児
の
手
に
依
つ
て
成
し
度
い
も
の
で

す
。
諸
君
、
大
陸
へ
来
れ
。
西
洋
迄
続
く
こ
の
支
那
大
陸
に
来
い
。
先
づ
満
州

に
来
れ
。
そ
し
て
将
来
大
陸
活
躍
を
目
指
す
若
人
よ
、
大
陸
生
活
は
第
一
建
大

よ
り
始
め
よ
。
東
洋
一
、
世
界
一
の
建
大
に
来
れ
、
待
つ
て
ゐ
ま
す43
。

以
上
の
よ
う
に
、
進
学
先
の
各
学
校
か
ら
、
入
学
を
勧
誘
す
る
便
り
が
毎
号
の
よ

う
に
掲
載
さ
れ
、
在
校
生
に
対
す
る
刺
激
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

二
中
か
ら
一
定
数
が
進
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
定
の
進
学
ル
ー
ト
の
よ
う
な
も
の

が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
改

め
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
学
校
運
営

つ
ぎ
に
、
二
中
の
進
路
動
向
の
背
景
に
あ
る
、
学
校
運
営
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

学
校
運
営
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

第
一
に
、小
学
校
と
の
連
携
で
あ
る
。『
学
友
会
雑
誌
』に
多
く
の
記
載
は
な
い
が
、

例
え
ば
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
六
月
十
七
日
午
後
一
時
よ
り
、「
谷
山
出
身
二

中
通
学
生
父
兄
会
」44
が
開
催
さ
れ
た
と
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
場
所
は
「
谷
山
小
学

校
裁
縫
室
」、
参
加
者
は
「
父
兄
」
の
他
、
二
中
側
は
池
田
俊
彦
校
長45
は
じ
め
各
学
年

の
教
員
、
そ
し
て
「
谷
山
小
学
校
先
生
二
名
」
も
加
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
伊
知（

マ

地マ
）

鹿
児
島
市
長
」
も
参
列
し
て
い
る46
。
谷
山
小
学
校
か
ら
二
中
へ
進
学
し
た
生
徒
の

鹿児島県における旧制中学校卒業生の進路13



父
兄
が
「
相
会
」
し
て
、
学
年
別
に
二
中
教
員
と
懇
談
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
甲
南
高
等
学
校
の
『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
中
、「
二
中
の
躍
進
時
代
」
に
、

昭
和
十
一
(一
九
三
六
)年
度
、
東
京
府
立
第
四
中
学
校
に
つ
い
で
「
陸
海
軍
諸
学
校

入
学
率
全
国
第
二

位
」47
と
い
う
実
績
を

あ
げ
た
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
て
い
る

（【
表
４
】
参
照
）。

こ
の
背
景
と
し
て
、

熱
心
に
二
中
の
教
育

に
あ
た
っ
た
「
古
賀

校
長
、
池
田
校
長
」

の
存
在
や
、
英
語
・

数
学
・
国
語
な
ど
に

つ
い
て
「
し
ば
〳
〵

と
い
う
よ
り
も
殆
ど

毎
時
間
の
よ
う
に
小

考
査
が
行
わ
れ
」
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
続
け

て
、「
素
質
の
よ
い

子
供
を
集
め
る
事
に

努
力
が
払
わ
れ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

古
賀
、
池
田
両
校
長
時
代
、
本
校
は
郡
部
か
ら
比
較
的
に
優
秀
な
生
徒
を
集
め

た
。
受
験
者
に
つ
い
て
郡
部
ま
で
調
査
に
行
つ
た
こ
と
、
ま
た
郡
部
の
谷
山
、

串
木
野
、
枕
崎
な
ど
で
父
兄
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
つ
て
郡
部
と
の
連

絡
が
と
れ
優
秀
な
子
供
が
集
ま
る
こ
と
に
な
つ
た48
。

先
に
述
べ
た
「
谷
山
父
兄
会
」
に
し
て
も
、
会
場
を
小
学
校
と
し
た
こ
と
、
小
学
校

側
か
ら
も
教
員
が
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
あ
る
い
は
「
優
秀
な
生
徒
」

集
め
と
い
う
意
図
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
「
郡
部
と

の
連
絡
」
を
通
し
て
、
学
力
の
高
い
入
学
者
の
確
保
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。第

二
に
、
学
力
向
上
の
た
め
の
受
験
指
導
体
制
で
あ
る
。
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
生
徒
の
た
め
に
、「
軍
人
組
」
と
い
う
ク
ラ
ス
を
編
成
し49
、
ま
た
「
軍

人
志
望
者
会
」
を
創
設
し
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
に
特
化
し
た
指
導
が
行
わ
れ

て
い
た
。
昭
和
十
一
(一
九
三
六
)年
の
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
近
況
」50
に
は
、「
本
校

在
校
生
中
約
半
数
に
近
い
軍
人
志
望
者
の
中
か
ら
大
約
左
記
要
項
に
基
準
を
置
き
一

箇
学
年
よ
り
四
、
五
十
名
を
選
抜
入
会
せ
し
め
適
当
の
指
導
と
便
宜
と
を
与
え
る
こ

と
に
す
る
」
と
あ
る
。
そ
の
「
基
準
」
と
は
、「
軍
人
志
望
者
」
で
あ
る
こ
と
、「
身

体
強
健
」
な
者
、「
成
績
中
位
以
上
」
で
あ
る
こ
と
の
三
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
陸
海
軍
諸
学
校
合
格
者
か
ら
、
在
校
生
に
向
け
て
、
合
格
の
感
想
や
在
校
生

へ
の
激
励
な
ど
を
述
べ
る
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
翌
昭
和
十
二
年
の
『
学
友

会
雑
誌
』
に
も
、「
数
十
倍
の
競
争
者
の
中
か
ら
目
出
度
く
合
格
さ
れ
た
そ
の
貴
重
な

る
体
験
談
を
後
輩
の
為
め
に
充
分
に
話
し
て
貰
」51
う
と
い
う
よ
う
な
場
を
設
け
て
い
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た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
、
合
格
体
験
談
の
中
に
は
、「
卒

業
後
造
士
会
で
勉
強
し
た
。
英
語
の
如
き
は
答
案
を
作
製
し
て
は
先
生
に
見
て
貰
つ

た
。
寸
暇
を
裂
き
て
物
理
、
化
学
や
歴
史
も
見
た
」52
、「
自
分
は
数
学
が
不
得
意
で
あ

つ
た
。
二
中
は
解
ら
な
い
ま
ゝ
で
卒
業
し
た
。
造
士
会
に
入
つ
て
か
ら
こ
れ
で
は
駄

目
と
思
つ
て
数
学
を
一
心
に
や
つ
た
」53
と
の
言
葉
が
み
ら
れ
る
。
一
度
は
受
験
に
失

敗
し
な
が
ら
も
「
造
士
会
」
で
の
勉
強
後
、
再
度
挑
戦
し
合
格
を
果
た
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
「
特
進
ク
ラ
ス
」
を
作
り
、
補
習
を
行
い
、

ま
た
、
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
を
果
た
し
た
者
の
顕
彰
を
行
う
こ
と
で
実
績
向
上

を
ね
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
第
三
は
、「
二
中
軍
人
志
望
者
会
員
中
三
州
出
身
に
し
て
成
績
優
秀
な
る

者
は
造
士
会
へ
報
告
す
る
こ
と
」「
そ
れ
等
の
生
徒
は
造
士
会
の
舎
生
、
特
待
生
の
試

験
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来
る
」54
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
造
士
会
」
に
よ
る
軍
人
志

望
者
に
対
す
る
学
資
の
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る55
。

上
に
述
べ
た
「
陸
海
軍
諸
学
校
入
学
率
全
国
第
二
位
」
と
の
実
績
を
あ
げ
た
当
時
の

池
田
俊
彦
校
長
は
、「
本
県
か
ら
合
格
者
の
多
い
の
は
造
士
会
の
あ
る
為
め
で
特
に

本
日
御
臨
席
の
久
木
村
中
将
閣
下
に
対
し
深
く
感
謝
す
る
」56
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
十
二
年
三
月
八
日
の
「
春
季
軍
人
志
望
者
会
懇
談
会
」
で
は
、
陸
海
軍
諸

学
校
「
合
格
者
四
十
余
名
と
在
校
会
員
二
百
余
名
」
が
参
加
し
、「
満
場
の
盛
況
」
で

あ
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る57
。
同
じ
年
の
八
月
十
七
日
に
は
「
夏
季
軍
人
志
望
者

会
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、「
紀
念
撮
影
後
寄
宿
舎
食
堂
に
於
て
薩
摩
汁
の
昼
食
に
食
卓

を
共
に
し
極
め
て
有
意
義
に
和
気
藹
々
裡
に
散
会
し
た
」58
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。「
特
待
生
」
の
創
設
や
「
盛
大
」
な
懇
談
会
の
開
催
な
ど
、
二
中
在
校
生
の
軍
人

志
望
者
に
対
す
る
、物
心
両
面
の
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
み
た
学
校
運
営
か
ら
、
入
学
時
で
の
選
抜
、
在
校
時
の
手
厚
い
指
導
、
そ

し
て
陸
海
軍
諸
学
校
合
格
者
と
の
接
触
と
い
う
三
つ
巴
で
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学

を
支
援
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

四
．
造
士
会
に
よ
る
中
学
校
教
育
へ
の
関
与

さ
て
、『
学
友
会
雑
誌
』
に
散
見
さ
れ
た
「
造
士
会
」
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お

く
。
同
会
に
つ
い
て
、『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
に
は
、「
中
学
生
を
対
象
と
す
る
唯
一

の
奨
学
制
度
で
あ
り
、大
正
・
昭
和
年
代
を
通
じ
て
軍
人
養
成
の
た
め
に
努
力
し
た
」59

と
の
説
明
が
あ
る
。
財
団
法
人
鹿
児
島
造
士
会
編
『
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』60
の
記

述
に
よ
る
と
、
同
会
は
、
明
治
四
十
五
(一
九
一
二
)年
二
月
一
日
、「
旧
薩
藩
領
内
子

弟
に
し
て
陸
海
軍
諸
学
校
に
入
学
せ
ん
と
す
る
も
の
を
養
成
す
る
」61
こ
と
を
目
的
と

し
て
創
設
さ
れ
た
。
総
裁
は
、島
津
忠
義
の
長
男
で
あ
り
、当
時
貴
族
院
議
員
で
あ
っ

た
島
津
忠
重
と
し
、
財
団
理
事
長
に
は
、
こ
の
時
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
農
商
務

大
臣
で
あ
っ
た
牧
野
伸
顕
が
務
め
た62
。
牧
野
は
造
士
会
に
お
い
て
「
軍
人
養
成
方
法

調
査
委
員
長
」
で
あ
っ
た
。

造
士
会
の
設
立
経
緯
、
組
織
、
資
金
調
達
な
ど
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

こ
こ
で
は
『
造
士
会
二
十
五
年
記
念
誌
』
中
、
主
に
「
第
五
章

事
業
」
の
記
述
内

容
か
ら
、
同
会
の
中
学
校
教
育
に
関
す
る
具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
み
、
三

点
ほ
ど
指
摘
し
て
お
く63
。

第
一
に
、
生
徒
に
対
す
る
奨
学
制
度
の
み
な
ら
ず
、
教
員
の
増
員
や
待
遇
面
で
の

手
当
て
を
施
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
人
数
に
上
限
は
あ
る
も
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の
の
「
軍
人
志
望
者
会
員
ニ
シ
テ
特
ニ
優
秀
ナ
ル
生
徒
ニ
ハ
奨
励
ノ
為
メ
審
査
ノ
上

毎
月
其
月
謝
額
ヲ
本
会
ヨ
リ
給
与
ス
」64
と
あ
る
よ
う
に
、
中
学
校
授
業
料
相
当
額
を

給
与
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
「
軍
人
養
成
」

の
た
め
の
教
員
増
員
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
造
士
会
事
業
の
「
第
一
期
〈
自

明
治
四
十
五
年
至
大
正
十
年
〉」65
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

明
治
四
十
五
年
四
月
よ
り
、
軍
人
志
望
者
及
び
其
他
の
生
徒
の
為
め
に
、
実
力

補
充
の
目
的
を
以
て
鹿
児
島
県
立
（
第
一
、
第
二
、
加
治
木
、
川
内
、
川
辺
、

志
布
志
）
中
学
校
及
び
宮
崎
県
立
都
城
中
学
校
（〈
以
上
七
校
創
立
当
時
に
於
け

る
関
係
地
現
存
の
県
立
中
学
校
〉）
に
毎
年
そ
の
教
員
平
均
給
年
額
一
人
分
宛

を
寄
附
し
て
各
校
定
員
以
外
に
一
人
の
教
員
を
増
員
す
る
こ
と
ゝ
せ
し
が
、
大

正
九
年
度
よ
り
そ
の
使
途
を
教
員
研
究
費
に
変
更
す
る
こ
と
に
改
め
た
り66
。

す
な
わ
ち
、
鹿
児
島
県
内
の
県
立
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
宮
崎
県
の
旧
薩
摩
藩
領

ま
で
範
囲
を
広
げ
、
各
中
学
校
に
一
人
ず
つ
増
員
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
、

そ
の
制
度
の
「
原
案
中
に
『
本
財
団
の
委
嘱
に
依
り
中
学
校
に
於
て
特
別
の
指
導
を

為
す
校
長
教
員
等
に
慰
労
手
当
を
贈
与
す
る
』
と
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

後
に
「
各
中
学
校
に
教
員
を
定
員
以
外
に
入
れ
て
、
教
授
力
を
増
大
し
全
職
員
一
致

協
力
し
て
、
御
依
嘱
に
応
ぜ
ん
と
欲
す
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る67
。
そ

の
後
、
大
正
九
(一
九
二
〇
)年
度
か
ら
は
「
教
員
研
究
費
」
と
し
て
そ
の
用
途
が
変

更
さ
れ
た68
。
ま
た
、
大
正
九
(一
九
二
〇
)年
九
月
か
ら
は
「
校
長
優
遇
の
意
味
を
以

て
」「
校
長
住
宅
料
寄
附
」
も
行
わ
れ
て
い
る69
。
そ
の
目
的
と
し
て
、
鹿
児
島
造
士
会

お
よ
び
島
津
奨
学
金
の
両
財
団
よ
り
鹿
児
島
・
宮
崎
両
県
知
事
に
宛
て
た
書
面
に
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
教
職
員
諸
君
ヲ
優
遇
シ
又
尚
師
ノ
気
風
ヲ
発
揚
ス
ル
ハ
教
育
発
展
上

最
モ
必
要
ノ
事
ト
存
候
ニ
付
我
両
財
団
法
人
ニ
於
テ
優
遇
方
ノ
一
端
ト
シ
テ

「
中
等
学
校
長
諸
君
ノ
為
ニ
住
宅
ヲ
提
供
致
度
計
画
ノ
処
コ
レ
ハ
実
行
ニ
ハ
多

少
ノ
時
日
ヲ
要
シ
候
見
込
ニ
付
不
取
敢
」
本
年
六
月
三
十
日
ニ
於
ケ
ル
貴
下
現

実
ノ
借
家
料
ニ
基
キ
当
分
借
家
料
ヲ
寄
贈
致
度
存
候
（
後
略
）70

す
な
わ
ち
、
教
育
振
興
の
た
め
、
中
等
学
校
長
の
住
宅
を
提
供
す
る
計
画
で
あ
る

が
、
実
行
に
は
多
少
の
時
間
を
要
す
る
の
で
取
り
あ
え
ず
の
と
こ
ろ
、
現
在
の
借
家

料
実
費
を
「
寄
贈
」
し
た
い
と
い
う
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
員
へ
の
「
慰
労

手
当
」、
あ
る
い
は
教
員
の
増
員
、「
教
員
研
究
費
」、「
校
長
優
遇
」
な
ど
、
県
費
と

は
独
立
し
て
軍
人
養
成
の
た
め
の
資
金
を
拠
出
し
た
の
が
造
士
会
だ
っ
た
の
で
あ

る
。第

二
に
、
学
力
の
高
い
入
学
生
の
確
保
で
あ
る
。
造
士
会
の
「
第
二
期
」（
大
正
十

一
年
〜
昭
和
五
年
）
の
事
業
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
あ
る
。

（
前
略
）
支
部
職
員
其
他
然
る
べ
き
人
士
を
郡
部
に
出
張
せ
し
め
、
地
方
委
員

と
協
力
し
て
関
係
地
の
有
志
者
並
に
小
学
校
の
職
員
等
に
、
本
財
団
の
趣
旨
を

徹
底
的
に
宣
伝
普
及
し
、
優
秀
な
る
尋
常
小
学
卒
業
生
に
し
て
家
庭
の
都
合
上

中
学
校
に
入
る
能
は
ざ
る
者
に
、本
財
団
貸
費
の
途
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
、

そ
の
奮
発
を
促
が
し
、（
後
略
）71

す
な
わ
ち
、
郡
部
に
赴
き
造
士
会
の
趣
旨
を
宣
伝
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
、
経
済

的
事
情
か
ら
中
学
校
へ
の
進
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学
事
業
の
存
在
を
知
ら

し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
優
秀
ナ
ル
児
童
ヲ
簡
抜
シ
」「
一
中
又
ハ
二
中
ニ

入
学
セ
シ
メ
」72
た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
第
三
に
、
入
学
後
の
学
力
向
上
対
策
、
受
験
対
策
で
あ
る
。「
第
三
期
」

（
昭
和
六
年
以
降
）
の
事
業
内
容
と
し
て
、「
中
学
校
長
統
率
ノ
下
ニ
校
内
ノ
軍
人
志

望
者
ヲ
一
団
ト
セ
ル
軍
人
志
望
者
会
ヲ
設
置
シ
校
長
ノ
指
命
セ
ル
教
諭
ヲ
主
任
ト
シ

テ
之
ヲ
指
導
セ
シ
メ
又
場
合
ニ
依
リ
テ
ハ
補
習
教
育
ヲ
行
ヒ
其
ノ
目
的
ヲ
達
セ
シ
ム

ヘ
キ
方
法
ヲ
講
ス
ル
事
」73
と
の
文
言
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
各
中
学
校
に
お
い
て

「
軍
人
志
望
者
会
」を
設
け
、難
関
で
あ
る
陸
士
、海
兵
へ
の
合
格
を
果
た
す
た
め「
補

習
教
育
」な
ど
で
学
力
を
つ
け
る
と
い
う
取
り
組
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
舎
生
制
度
」

を
設
け
、「
寄
宿
舎
ニ
収
容
シ
テ
之
ヲ
教
養
ス
ル
事
」74
で
指
導
の
強
化
を
は
か
っ
た
。

お
わ
り
に

鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
に
み
ら
れ
る
特
質
に
つ
い
て
整

理
す
る
。

第
一
に
高
等
学
校
、
大
学
予
科
、
専
門
学
校
等
へ
の
進
学
者
比
率
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
み
て
低
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
方
で
、
陸
海
軍
諸
学
校

へ
の
進
学
者
比
率
が
相
対
的
に
高
く
、
特
に
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
一
貫

し
て
全
国
計
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。

第
二
に
、『
学
友
会
雑
誌
』
か
ら
分
か
っ
た
具
体
的
な
進
学
先
で
あ
る
。
陸
海
軍
諸

学
校
へ
の
進
学
者
比
率
が
全
国
平
均
二
％
台
（
昭
和
十
二
〜
十
七
年
）
と
い
う
昭
和

戦
前
期
に
あ
っ
て75
、『
学
友
会
雑
誌
』
か
ら
み
た
二
中
の
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
を

上
ま
わ
っ
て
い
た
。『
文
部
省
年
報
』や『
全
国
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』で
は「
勉

学
中
ノ
者
」な
ど
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
鹿
児
島
県
の
中
学
校
生
徒
の
中
に
、

潜
在
的
に
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
希
望
者
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
、
彼
等
は
お
そ
ら
く
、
一
度
は
落
第
し
な
が
ら
も
「
卒
業
後
造
士

会
で
勉
強
し
」、
合
格
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
点
目
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
進
路
の
特
質
の
背
景
に
あ
っ
た
、
学
校
運
営
で
あ

る
。
二
中
の
『
学
友
会
雑
誌
』
な
ど
か
ら
分
か
っ
た
の
は
、
優
秀
な
入
学
者
を
確
保

す
る
た
め
中
学
校
が
郡
部
に
出
向
き
、
小
学
校
と
の
連
携
を
と
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

入
学
後
は
「
軍
人
組
」
と
し
て
徹
底
し
た
受
験
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
進
学
先
の
二

中
同
窓
と
接
触
す
る
機
会
を
設
け
た
。

こ
の
よ
う
な
中
学
校
運
営
に
は
造
士
会
に
よ
る
介
入
が
あ
っ
た
。
造
士
会
の
事
業

内
容
を
み
る
と
、
二
中
の
『
学
友
会
雑
誌
』
に
み
た
学
校
運
営
に
合
致
し
て
い
た
。

中
学
校
教
育
に
対
し
て
「
中
学
校
の
本
旨
に
そ
む
い
た
こ
と
、
即
ち
中
学
校
令
で
規

定
し
た
事
に
矛
盾
す
る
や
う
な
こ
と
は
勿
論
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」76
と
、
過
度
な
干
渉

は
さ
け
つ
つ
も
、
事
実
上
は
中
学
校
を
介
し
て
「
軍
人
養
成
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
対
象
は
、
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県
の
一
部
で
あ
っ
た
。
鹿
児
島
県
は
も
ち
ろ
ん
、

さ
ら
に
は
旧
薩
摩
藩
領
の
中
等
普
通
教
育
を
、
軍
人
養
成
の
予
備
教
育
機
関
と
し
て

機
能
さ
せ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
注
目
で
き
る
の
は
、
造
士
会
に
よ
る
軍
人
志
望
者
に
対
す
る
財
政
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
お
よ
び
そ
の
資
金
源
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
生
徒
へ
の
学
資

援
助
み
な
ら
ず
教
員
に
対
す
る
手
当
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。「
軍
人
養
成
」
に
か
か

る
こ
の
よ
う
な
事
業
の
原
資
は
、
一
部
島
津
家
か
ら
の
寄
附
も
あ
る
が
、
な
る
べ
く

「
旧
藩
主
た
る
島
津
公
爵
家
に
頼
ら
ず
、
全
然
県
民
の
義
挙
に
拠
」77
る
こ
と
を
企
図

し
た
。「
藩
閥
維
持
」
と
い
う
意
図
は
な
い
と
し
な
が
ら
も78
、「
地
方
税
の
補
助
に
な

る
や
う
な
こ
と
は
避
け
」、
独
立
し
た
軍
人
養
成
を
目
指
し
て
い
た
。
造
士
会
の
資
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金
募
集
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
す
る
。

註⑴

国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史

第
四
巻

学
校
教
育
２
』
教
育
研
究
振

興
会
、
一
九
七
四
年
、
一
〇
八
四
〜
一
〇
九
一
頁
。
以
下
、
同
書
を
引
用
・
参
照
す
る
場
合

は
、「『
百
年
史

４
』、
一
〇
八
四
〜
一
〇
九
一
頁
。」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

⑵

同
書
か
ら
、
明
治
十
九
(一
八
八
六
)年
「
中
学
校
令
」
以
降
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
ま
ず

同
令
に
よ
り
「
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
欲
」
す
る
者
に
対
す
る
教
育
、「
高
等
ノ
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト

欲
ス
ル
モ
ノ
」
に
対
す
る
教
育
と
い
う
二
つ
の
目
的
が
示
さ
れ
て
い
た
。「
確
立
期
」
に
あ
っ

て
は
実
業
課
程
が
導
入
さ
れ
て
は
い
た
が
、「
不
成
功
に
終
っ
た
」（『
百
年
史

４
』、
三
三

三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。「
整
備
期
」
に
入
る
と
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
の
「
中
学

校
令
改
正
」
に
よ
り
中
学
校
の
性
格
が
一
元
化
さ
れ
た
（
同
上
、
一
〇
三
九
頁
参
照
）。
し
か

し
、
明
治
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
卒
業
者
に
占
め
る
就
職
者
の
比
率
は
む
し
ろ
上
昇
し
、
職

業
人
養
成
と
い
う
側
面
が
強
ま
っ
た
と
さ
れ
る
（
同
上
、
一
〇
八
四
〜
一
〇
九
一
頁
参
照
）。

ま
た
、
進
学
率
・
就
職
率
に
は
中
学
校
間
で
格
差
が
あ
っ
た
。「
展
開
期
」
で
は
、「『
進
学
』

『
就
職
』『
其
ノ
他
』
の
比
率
に
三
分
さ
れ
て
い
た
」（『
百
年
史

５
』、
二
〇
七
頁
）
と
、
進

路
状
況
に
つ
い
て
数
量
的
に
示
し
て
い
る
。
大
正
期
後
半
、
高
等
教
育
機
関
の
拡
張
に
と
も

な
い
上
級
学
校
進
学
の
比
率
が
上
昇
し
た
が
、
昭
和
期
に
入
る
と
不
況
と
と
も
に
「
家
事
従

事
」
の
比
率
が
上
昇
し
、「
中
学
校
卒
業
者
の
就
職
の
特
色
と
み
ら
れ
た
『
学
校
職
員
』『
官

公
吏
』
の
比
率
が
低
下
」（『
百
年
史

５
』、
二
〇
七
頁
）
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
年
の
「
中

学
校
令
施
行
規
則
改
正
」
に
よ
り
、
第
一
種
課
程
の
「
就
職
コ
ー
ス
」
と
第
二
種
課
程
の
「
進

学
コ
ー
ス
」
に
分
化
し
た
。
し
か
し
、
第
二
種
課
程
だ
け
を
設
け
る
学
校
が
多
く
、
制
度
の

実
質
的
運
用
は
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
久
保
義
三
･米
田
俊
彦
･駒
込
武
･児
美
川
孝

一
郎
編
『
現
代
教
育
史
事
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
三
年
、
九
一
〜
九
三
頁
参
照
）。

⑶
『
百
年
史

５
』、
二
〇
七
頁
。

⑷
「
中
学
校
間
の
格
差
」『
百
年
史

４
』、
一
〇
八
六
〜
一
〇
九
一
頁
参
照
。
こ
こ
で
は
、
甲

府
、
札
幌
、
不
動
岡
、
壱
岐
、
東
京
府
立
第
一
の
各
中
学
校
に
お
け
る
卒
業
後
の
進
路
を
示

し
て
比
較
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
中
学
校
は
一
流
学
校
進
学
者
に
エ
リ
ー
ト
へ
の
道
を
、

就
職
者
や
二
〜
三
流
校
進
学
者
に
新
旧
中
産
階
層
の
生
活
を
保
証
す
る
人
材
の
社
会
的
な
再

配
置
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
」（
同
上
、
一
〇
八
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑸

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
編
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』
大
和
学
芸
図
書
、
昭
和
五
十

一
年
、
三
一
五
頁
参
照
。
以
下
、
同
書
を
引
用
・
参
照
す
る
場
合
は
、「『
鹿
児
島
県
教
育
史

（
復
刻
版
）』、
三
一
五
頁
。」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
ま
た
、
越
井
和
子
「
鹿
児
島
県
の
中
等

教
育
」（
本
山
幸
彥
編
『
明
治
前
期
学
校
成
立
史
』
未
来
社
、
一
九
六
五
年
、
一
四
九
〜
一
八

九
頁
）
も
「
元
来
尚
武
的
な
国
柄
」（
同
書
、
一
五
一
頁
）
と
評
し
て
い
る
。

⑹

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
百
年
史
』

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
開
校
九
十
五
周
年
記
念
事
業
会
、
昭
和
四
十
七
年
、
一
七
一
頁
。

⑺

拙
稿
「
旧
制
山
口
中
学
校
に
お
け
る
卒
業
生
の
進
路
動
向
」
中
国
四
国
教
育
学
会
編
『
教

育
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
〜
一
一
頁
参
照
。

⑻

例
え
ば
、
鹿
児
島
県
出
身
で
鹿
児
島
師
範
学
校
、
広
島
高
等
師
範
学
校
へ
進
ん
だ
小
原
国

芳
も
「
修
身
教
授
の
根
本
問
題
」（
小
原
国
芳
『
小
原
国
芳
全
集

道
徳
教
授
革
新
論
』
玉
川

大
学
出
版
部
、
昭
和
三
十
八
年
第
三
回
改
訂
版
六
刷
、
二
二
〜
一
〇
〇
頁
）
の
中
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

一
番
好
い
例
は
私
の
国
、
サ
ツ
マ
で
す
が
、
サ
ツ
マ
で
は
中
学
校
を
十
番
以
内
位
で

出
よ
う
も
の
な
ら
ば
ど
う
し
て
も
兵
学
校
の
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
済
ま
ぬ
位
に
思
っ

て
居
る
。
青
年
の
望
む
と
こ
ろ
は
、
第﹅

一﹅

が﹅

兵﹅

学﹅

校﹅

、
第﹅

二﹅

が﹅

士﹅

官﹅

学﹅

校﹅

、
第
三
が
幼

年
学
校
。
此
三
つ
の
学
校
に
入
学
し
た
ら
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
居
る
。

中
学
校
長
な
ど
も
、
自
分
の
学
校
か
ら
兵
学
校
へ
余
計
に
出
す
の
を
名
誉
と
し
て
居
っ
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て
、
県
の
先
輩
か
ら
も
喜
ば
れ
、
月
給
の
上
り
下
り
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
と
い
う

ワ
ケ
で
す
。（
同
書
、
四
七
〜
四
八
頁
。
傍
点
は
筆
者
が
付
記
し
た
。）

な
お
、
こ
の
「
修
身
教
授
の
根
本
問
題
」
は
、
同
書
の
「
序
文
の
一
」（
大
正
九
年
九
月
）

に
よ
る
と
、「
講
演
の
筆
記
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑼

県
立
鶴
丸
高
等
学
校
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
創
立
百
年
』（
鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
等
学
校

創
立
百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
平
成
六
年
）
に
は
東
郷
平
八
郎
に
つ
い
て
（
同
書
、
九
五

頁
な
ど
）、
甲
南
高
等
学
校
編
『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
五
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、

昭
和
三
十
二
年
）
に
は
、
二
中
卒
業
生
で
あ
る
「
横
山
少
佐
と
海
軍
」（
七
一
〜
七
二
頁
）
に

つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
後
者
、
横
山
正
治
に
つ
い
て
は
、
小
説
『
海
軍
』〔
岩
田
豊

雄
著
、
角
川
書
店
（
昭
和
三
十
四
年
）、
新
潮
社
（
昭
和
三
十
八
年
四
刷
）
な
ど
か
ら
刊
行
〕

で
彼
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
谷
真
人
」
を
主
人
公
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
同
小
説
は
「
昭
和

十
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
」〔「
解
説
」（『
海

軍
』
新
潮
社
、
昭
和
三
十
八
年
、
三
五
六
頁
）〕。
こ
の
連
載
中
、「
谷
眞
人
の
恩
師
」
池
田
俊

彦
校
長
が
岩
田
豊
雄
邸
を
訪
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（「
軍
神
横
山
を
偲
ぶ
恩
師
と

作
家

第
二
の
〝
眞
人
〞
を
生
む
力

面
影
を
胸
に
、
つ
き
ぬ
鑽
仰
の
対
談
」『
朝
日
新
聞
』

昭
和
十
七
年
十
一
月
二
十
七
日
、
朝
刊
三
面
）。

⑽

二
中
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
た
も
の
の
、
担
任
か
ら
の
指
導
に
よ
り
、
不
本
意
な
が
ら

も
一
中
へ
進
学
し
た
帖
佐
勉
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

私
は
軍
神
横
山
少
佐
に
憧
れ
て
、
そ
の
母
校
で
あ
る
鹿
児
島
二
中
へ
の
進
学
を
希
望

し
て
い
た
。
二
中
希
望
者
が
学
年
で
３
名
い
た
。
学
校
の
受
験
対
策
の
た
め
か
、
担
任

は
私
に
対
し
て
、
一
人
も
希
望
者
の
い
な
い
鹿
児
島
一
中
へ
の
変
更
を
命
じ
た
。
熱
望

し
て
い
た
二
中
へ
の
道
が
断
ち
切
ら
れ
、
あ
ま
り
の
こ
と
に
家
に
帰
っ
て
涙
が
で
た
。

（
中
略
）
当
年
卒
業
生
の
陸
軍
士
官
学
校
や
海
軍
兵
学
校
の
合
格
者
数
を
挙
げ
、
二
中
に

は
負
け
て
い
な
い
、
と
誇
ら
し
げ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
先
輩
に
続
け
と
ば
か
り

に
、
こ
れ
か
ら
の
心
構
え
を
説
か
れ
た
。

陸
海
軍
諸
学
校
（
陸
軍
士
官
学
校
、
陸
軍
幼
年
学
校
、
海
軍
兵
学
校
、
海
軍
機
関
学

校
、
海
軍
経
理
学
校
）
へ
の
鹿
児
島
の
進
学
熱
は
異
常
に
高
か
っ
た
。
陸
海
軍
諸
学
校

へ
の
全
国
の
合
格
者
の
１
割
前
後
を
鹿
児
島
の
中
学
校
（
都
城
中
、
小
林
中
を
含
む
）

が
占
め
て
い
る
の
に
は
驚
く
。『
鹿
児
島
県
教
育
史
』に
よ
る
と
、昭
和
３
年
10
・
７
％
、

昭
和
７
年
８
・
２
％
、
昭
和
10
年
８
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
一
中
、
二
中
は
、

全
国
の
ベ
ス
ト
テ
ン
に
そ
の
名
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。（
帖
佐
勉
『
軍
国
少
年
は
こ

う
し
て
作
ら
れ
た
―
昭
和
14
〜
20
年
、
戦
時
教
育
の
記
録
―
』
南
方
新
社
、
二
〇
〇
八

年
、
一
三
六
〜
一
三
八
頁
）

⑾

例
え
ば
、
中
学
校
卒
業
者
の
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
進
学
に
つ
い
て
、
広
田
照
幸
『
陸
軍
将

校
の
教
育
社
会
史
―
立
身
出
世
と
天
皇
制
―
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
）
で
分
析
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
書
は
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
史
の
分
析
が
「
も
っ
ぱ
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
教
え

込
み
装
置
と
し
て
学
校
を
と
ら
え
て
き
た
」（
同
書
、
一
五
頁
）
こ
と
を
批
判
的
に
捉
え
、「
社

会
集
団
と
し
て
の
陸
軍
将
校
」（
同
書
、
二
〇
頁
）
の
特
質
や
特
徴
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
。

同
書
中
、
陸
海
軍
諸
学
校
志
願
者
の
地
域
的
な
差
異
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
山
口
、
九
州

地
方
に
お
い
て
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
志
向
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
同
書
の

デ
ー
タ
も
示
す
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
、「
表
３
・
５

海

兵
合
格
者
の
出
身
地
（
本
籍
地
別
）」
と
し
て
、
九
州
地
方
が
突
出
し
て
高
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（
一
一
五
頁
）。
ま
た
、
九
州
地
方
や
山
口
県
で
は
、「
陸
士
離
れ
」（
同
書
、
一
二
六

頁
）
の
時
期
に
あ
っ
て
な
お
、
軍
人
志
望
に
対
し
て
高
い
価
値
を
見
出
し
て
い
た
、
と
述
べ

て
い
る
（
同
書
、
一
二
九
頁
参
照
）。

そ
し
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
地
域
的
な
違
い
が
表
れ
た
の
か
、
一
つ
は
「
進
学
ル
ー
ト
と

し
て
の
評
価
」（
一
〇
三
〜
一
三
五
頁
）、
今
一
つ
は
家
庭
の
職
業
、
族
籍
、
社
会
経
済
的
地

位
な
ど
の
「
社
会
的
背
景
」（
一
三
七
〜
一
六
九
頁
）
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
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⑿

神
辺
靖
光
・
米
田
俊
彦
「
大
正
・
昭
和
初
期

道
府
県
別
中
学
校
一
覧
―
そ
の
１

公
立

中
学
校
―
」（
財
団
法
人
日
本
史
学
教
育
研
究
所
編『
調
査
資
料
』第
一
四
七
号
、平
成
元
年
）、

同
「
大
正
・
昭
和
初
期

道
府
県
別
中
学
校
一
覧
―
そ
の
２

私
立
中
学
校
―
」（
財
団
法
人

日
本
史
学
教
育
研
究
所
編
『
調
査
資
料
』
第
一
五
四
号
、
平
成
二
年
）
参
照
。

⒀

第
七
高
等
学
校
造
士
館
編
『
第
七
高
等
学
校
造
士
館
一
覧

自
昭
和
十
五
年
四
月
至
昭
和

十
六
年
三
月
』、
昭
和
十
五
年
、
三
頁
。

⒁

山
田
尚
二「
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
の
変
遷
―
中
学
造
士
館
を
中
心
に
―
」『
鹿
児
島
史
学
』

二
十
六
号
、
昭
和
五
十
四
年
、
一
〜
一
五
頁
参
照
。

⒂
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
四
六
一
頁
。

⒃

こ
の
点
は
、
荒
井
明
夫
「
鹿
児
島
県
管
理
尋
常
中
学
造
士
館
の
地
域
性
に
関
す
る
一
考
察
」

（
中
等
教
育
史
研
究
会
編
『
中
等
教
育
史
研
究
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
〜
一
四
頁
）

に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
論
文
に
お
い
て
、「
県
立
中
学
造
士
館
内
規
」、
お

よ
び
そ
の
後
の
「
通
則
一
条
中
学
造
士
館
」
の
目
的
の
一
つ
に
陸
海
軍
諸
学
校
へ
の
進
学
予

備
教
育
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
上
で
、「
地
域
の
意
向
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
も
っ

て
い
た
」（
同
、
八
頁
）
と
し
て
い
る
。

⒄

前
掲
、山
田
尚
二「
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
の
変
遷
―
中
学
造
士
館
を
中
心
に
―
」、四
頁
。

⒅
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
二
九
五
頁
参
照
。

⒆

前
掲
、『
第
七
高
等
学
校
造
士
館
一
覧
』、
三
頁
。

⒇

前
掲
、
山
田
尚
二
「
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
の
変
遷
―
中
学
造
士
館
を
中
心
に
―
」、
八
頁

参
照
。

21
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
二
九
五
頁
。

22
『
官
報
』
第
三
二
六
一
号
、
明
治
二
十
七
年
五
月
十
六
日
、
一
九
九
頁
参
照
。
な
お
、
大
正

二
(一
九
一
三
)年
の
火
災
で
薬
師
町
へ
移
転
し
た
。

23
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
二
九
五
頁
参
照
。

24
「
公
立
尋
常
中
学
校
別
一
覧

明
治
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
調
」
文
部
大
臣
官
房
文
書
課

編
『
文
部
省
第
二
十
五
年
報
』、
明
治
三
十
一
年
、
五
四
三
頁
参
照
。

25
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
三
〇
一
頁
参
照
。

26

前
掲
、
山
田
尚
二
「
鹿
児
島
県
の
中
等
教
育
の
変
遷
―
中
学
造
士
館
を
中
心
に
―
」、
一
二

頁
。

27

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
『
文
部
省
年
報
』〔
明
治
四
十
五
年
〜
昭
和
十
八
年
（
宣
文
堂
、

昭
和
四
十
五
年
〜
昭
和
四
十
九
年
復
刻
発
行
）〕。
一
九
三
八
〜
四
二
年
に
つ
い
て
は
、
同
書

〔
昭
和
十
九
年
〜
昭
和
二
十
六
年
、（
印
刷
局
朝
陽
会
、
昭
和
五
十
四
年
、
復
刻
発
行
）〕。

28

前
掲
、
広
田
照
幸
『
陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
―
立
身
出
世
と
天
皇
制
―
』、
一
六
五
頁
。

29

前
掲
の
広
田
書
は
、「
他
地
域
で
は
高
校
へ
の
進
学
を
志
向
す
る
よ
う
な
経
済
状
態
や
学

力
の
あ
る
者
ま
で
も
、
九
州
で
は
陸
士
志
願
に
向
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
い
わ
ば
、
九
州
の
中
学
生
に
と
っ
て
は
『
軍
人
へ
の
道
』
は
か
な
り
望
ま
し
い
も
の
で

あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
」（
一
二
七
〜
一
二
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

30

海
軍
大
臣
官
房
編
『
海
軍
省
年
報
』、
昭
和
五
年
〜
昭
和
十
三
年
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

31

欠
号
等
が
あ
り
、
ま
た
、
卒
業
生
全
員
の
進
学
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

時
代
に
よ
る
変
化
は
こ
こ
で
は
措
き
、
単
純
な
集
計
の
み
で
あ
る
。

な
お
、
進
学
先
は
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
た
。「
一
師
二
部
」「
師
範
二
部
」「
師
範
学
校
二

部
」
な
ど
の
記
載
は
、
鹿
児
島
県
第
一
師
範
学
校
第
二
部
と
み
な
し
た
。「
満
州
大
学
」
は
建

国
大
学
と
み
な
し
た
。「
鹿
高
実
業
」「
高
等
実
業
学
校
」
な
ど
の
記
載
は
、
鹿
児
島
実
業
学

校
（
私
立
）
に
併
設
さ
れ
た
「
県
知
事
認
可
の
鹿
児
島
高
等
実
業
学
校
」（『
鹿
児
島
県
教
育

史
（
復
刻
版
）』、
四
一
五
頁
）
と
み
な
し
た
。「
京
城
医
大
予
科
」
に
つ
い
て
は
、『
京
城
帝

国
大
学
一
覧
』
に
記
載
し
て
あ
る
氏
名
と
照
合
し
、
京
城
帝
国
大
学
（
予
科
）
へ
の
進
学
と

み
な
し
た
。「
東
京
殖
民
学
校
」は
東
京
植
民
貿
易
語
学
校（
甲
種
実
業
学
校
）と
み
な
し
た
。
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官
立
医
科
大
学
の
附
属
薬
専
や
医
専
は
大
学
専
門
部
に
、
私
立
大
学
専
門
部
は
専
門
学
校
に

分
類
し
た
。

32

鹿
児
島
県
教
育
会
編
『
教
員
必
携

改
正
教
育
法
規
集
』
鹿
児
島
県
教
育
会
、
昭
和
四
年
、

一
六
九
頁
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

33

未
明
に
分
類
し
た
の
は
、「
満
蒙
義
塾
」「
鹿
拓
植
」「
彦
根
高
工
」「
金
沢
商
工
学
校
」
と

記
載
さ
れ
て
い
た
四
例
で
あ
る
。

34
「
国
立
大
学
新
京
工
鉱
技
術
院
」
に
つ
い
て
は
、
隈
部
智
雄
・
原
正
敏
「
戦
時
下
、
技
術
員
・

技
能
工
養
成
の
諸
局
面
（
Ⅴ
）
―
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
―
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部

研
究
紀
要
』
第
四
十
一
巻
第
二
部
、
平
成
五
年
、
一
二
七
〜
一
九
一
頁
）
参
照
。

35
「
江
田
島
よ
り
」
鹿
児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
編
『
学
友
会
雑
誌
』
第
七
号
、

鹿
児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校
学
友
会
、
大
正
十
四
年
、
三
二
〜
三
七
頁
。
以
下
、
同
誌

を
引
用
・
参
照
す
る
場
合
は
、「「
江
田
島
よ
り
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
七
号
、
大
正
一
四
年
、

三
二
〜
三
七
頁
。」
と
略
記
す
る
。
な
お
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。

36
「
海
兵
だ
よ
り
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
号
、
昭
和
八
年
、
一
七
七
〜
一
七
八
頁
。

37
「
海
軍
兵
学
校
だ
よ
り
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
四
号
、
昭
和
十
年
、
一
二
七
〜
一
二
八

頁
。

38
「
陸
軍
士
官
学
校
だ
よ
り
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
四
号
、
昭
和
十
年
、
一
二
三
〜
一
二

四
頁
。

39

史
料
中
、
傍
線
、
波
線
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
ま
ま
。

40
「『
東
亜
同
文
書
院
大
学
』
便
り
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
三
十
号
、
昭
和
十
四
年
、
六
一
〜
六

四
頁
。
こ
こ
に
は
、「
書
院
に
合
格
し
た
者
は
、『
四
月
某
日
某
時
迄
に
上
京
し
指
定
旅
館
に

集
合
す
べ
し
』
と
の
命
令
を
受
け
る
、
此
処
に
合
格
者
一
同
が
勢
ぞ
ろ
ひ
す
る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。「
大
陸
」
に
わ
た
る
前
に
、
国
内
要
所
を
「
見
お
さ
め
」
て
か
ら
乗
船
し
て
い
た
。

41

三
浦
英
之
『
五
色
の
虹
―
満
州
建
国
大
学
卒
業
生
た
ち
の
戦
後
―
』
集
英
社
、
二
〇
一
五

年
、
五
五
頁
。
以
下
に
示
す
「
男
子
発
展
の
地
」
と
題
す
る
生
徒
の
作
文
か
ら
も
、「
広
濶
た

る
満
蒙
」「
海
洋
」
に
対
す
る
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
少
し

長
い
が
引
用
す
る
。

「
男
子
発
展
の
地
は
満
蒙
の
地
な
り
。」
宜
し
く
か
く
あ
る
可
き
な
り
。
何
所
で
尽
き

る
や
ら
知
れ
ぬ
広
濶
た
る
平
原
、
た
け
な
す
高
梁
の
中
に
出
没
す
る
馬
賊
の
一
隊
の
話

を
聞
き
て
手
に
汗
を
握
れ
。
忽
ち
に
し
て
鉄
蹄
轟
き
忽
ち
に
し
て
鉄
蹄
消
ゆ
。
馬
賊
の

天
地
!!
、
男
の
天
地
!!
。

（
中
略
）

広
濶
た
る
満
蒙
の
地
!!
西
東
皆
山
の
地
!!
そ
れ
こ
そ
大
和
男
子
に
与
へ
ら
れ
た
る
骨

肉
を
試
験
す
可
き
修
練
す
べ
き
一
大
好
天
地
に
非
ず
や
。
狭
少
な
る
島
国
の
土
の
上
に

眠
る
よ
り
吹
き
荒
る
ゝ
寒
風
に
抱
か
れ
、
蜿

蜓

（
マ
マ
、
「
蜒
」
カ
―
―
筆
者
註
）

た
る
山
嶺
に
身
を
横
た

へ
仰
い
で
皎
々
た
る
月
を
望
め
。
島
国
に
増
し
て
の
楽
天
地
な
り
。

「
男
子
発
展
の
地
は
海
洋
に
あ
り
。」

大
な
る
目
を
開
い
て
洋
々
果
無
き
大
海
原
を
に
ら
め
。
青
海
原
を
横
行
す
る
快
男
子

熟
練
の
早
業
を
聞
き
て
快
哉
を
叫
び
而
し
て
胸
に
一
物
を
貯
へ
よ
。
世
界
海
戦
史
上
に

赫
々
た
る
名
声
を
博
し
た
る
東
郷
閣
下
の
生
地
た
る
日
の
本
否
薩
州
の
近
代
の
青
年
が

悪
風
に
染
む
と
は
何
事
ぞ
や
。

昔
の
単
純
な
る
露
骨
に
言
は
ば
荒
々
し
き
勇
猛
な
る
薩
州
気
質
に
蘇
れ
。
其
の
意
気

其
の
元
気
を
以
て
果
な
き
大
海
大
洋
の
風
波
と
闘
へ
。
死
力
を
尽
し
て
闘
へ
。

祖
国
の
為
に
我
が
身
を
省
ず
し
て
奮
闘
せ
よ
。
祖
国
の
為
!!
報
国
の
為
!!

清
き
貴

き
血
と
汗
を
流
せ
。
海
底
に
あ
り
て
絶
命
す
る
は
覚
悟
の
前
。
今
日
国
を
思
う
て
血
涙

を
流
す
者
幾
人
か
あ
る
。
奮
へ
国
の
為
身
も
心
も
捨
て
て
捧
げ
て
恨
深
き
仇
な
る
敵
国

を
滅
ぼ
さ
む
。（『
学
友
会
雑
誌
』
第
七
号
、
大
正
一
四
年
、
一
〇
八
頁
）

42
「
建
国
大
学
を
紹
介
す
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
三
十
号
、
昭
和
十
四
年
、
六
六
〜
七
四
頁
。
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以
下
、
建
国
大
学
に
つ
い
て
は
こ
こ
か
ら
引
用
し
た
。

43

前
掲
、『
学
友
会
雑
誌
』
第
三
十
号
、
七
四
頁
。

44
「
谷
山
父
兄
会
報
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
三
十
号
、
一
〇
〇
頁
。

45
「
七
代
校
長
」
の
池
田
俊
彦
は
昭
和
五
年
二
月
よ
り
昭
和
二
十
一
年
九
月
ま
で
十
六
年
間
に

わ
た
り
校
長
を
務
め
た
（
児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
編
『
創
立
百
周
年
記
念
誌

甲
南
』
鹿

児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
、
平
成
十
九
年
、
一
二
八
頁
参
照
）。

46

伊
地
知
四
郎
は
、
昭
和
十
一
年
七
月
十
二
日
に
鹿
児
島
市
長
に
就
任
し
た
〔
帝
国
自
治
協

会
編
『
自
治
制
実
施
五
十
周
年
記
念

全
国
市
長
銘
鑑
』
帝
国
自
治
協
会
、
昭
和
十
三
年
、

七
三
頁
参
照
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）〕。

47

鹿
児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
編
『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
鹿
児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
、

昭
和
三
十
二
年
、
六
〇
〜
六
二
頁
。
表
中
、
二
つ
目
の
「
東
京
府
立
四
中
」
は
「
東
京
府
立

六
中
」
の
誤
り
か
。
鹿
児
島
県
立
甲
南
高
等
学
校
編
『
創
立
百
周
年
記
念
誌

甲
南
』（
鹿
児

島
県
立
甲
南
高
等
学
校
、
平
成
十
九
年
、
一
六
七
頁
）
に
は
こ
れ
を
修
正
し
た
と
思
わ
れ
る

表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

48

前
掲
、『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』、
六
一
〜
六
二
頁
。

49

甲
南
高
校
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
君
故
山
に
瞑
れ
』（
甲
南
高
校
創
立

八
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
昭
和
六
十
一
年
）
に
よ
る
と
、「
軍
人
組
」
の
創
設
は
明

治
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。「
最
初
の
軍
人
組
は
一
九
一
一
年
」（
同
書
、
八
頁
）
で
あ
り
、

同
じ
時
期
に
「
高
校
や
専
門
学
校
志
望
組
」（
同
書
、
九
頁
）
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

昭
和
八
(一
九
三
三
)年
に
は
「
軍
人
組
の
再
誕
生
」（
同
書
、
一
四
頁
）
が
実
現
し
た
。

50
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
近
況
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
、
昭
和
十
一
年
、
一
四
二
〜

一
四
三
頁
。

51
「
軍
人
志
望
者
懇
談
会
記
事
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
一
一
〜

一
一
六
頁
。

52
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
近
況
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
、
昭
和
十
一
年
、
一
四
三
頁
。

53
「
軍
人
志
望
者
懇
談
会
記
事
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
一
三
頁
。

54
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
近
況
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
、
昭
和
十
一
年
、
一
四
二
頁
。

55
『
鹿
児
島
県
教
育
史
』
に
も
、
軍
人
志
望
者
に
対
し
て
、
貸
費
・
給
費
の
制
度
を
設
け
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
三
二
二
頁
参
照
）。
昭
和
六

年
に
は
貸
費
に
あ
わ
せ
給
費
制
度
も
設
け
ら
れ
た
と
あ
る
。

56
「
軍
人
志
望
者
懇
談
会
記
事
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
一
二
頁
。

57
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
記
事
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
八
号
、
一
七
五
頁
。「
軍
人
志
望
者

会
」
に
お
い
て
は
、
特
に
昭
和
十
年
以
降
、「
懇
談
会
」
等
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

昭
和
十
二
(一
九
三
七
)年
の
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
記
事
」
か
ら
、
こ
の
年
は
春
夏
の
二
回

に
わ
た
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。『
学
友
会
雑
誌
』
に
見
ら
れ
る
「
軍
人
志
望
者
会
」

に
関
係
す
る
記
事
を
列
挙
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

「
軍
人
志
望
者
会
々
報
」（『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
五
号
、
昭
和
十
一
年
、
一
八
五
〜
一

八
七
頁
）

「
二
中
軍
人
志
望
者
会
近
況
」（『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
六
号
、
昭
和
十
一
年
、
一
四
二

〜
一
四
五
頁
）

「
軍
人
志
望
者
懇
談
会
記
事
」（『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
七
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
一
一

〜
一
一
六
頁
）

「
二
中
軍
人
志
望
者
会
記
事
」（『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
八
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
七
五

〜
一
八
二
頁
、
こ
の
号
に
は
春
秋
二
回
）

58
「
二
中
軍
人
志
望
者
会
記
事
」『
学
友
会
雑
誌
』
第
二
十
八
号
、
昭
和
十
二
年
、
一
八
〇
頁
。

59
『
鹿
児
島
県
教
育
史
（
復
刻
版
）』、
三
二
〇
頁
。
な
お
、
小
原
国
芳
は
「
修
身
教
授
の
根
本

問
題
」
の
中
で
、
造
士
会
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
批
判
的
に
描
写
し
て
い
る
。

小
学
校
教
育
だ
っ
て
そ
う
で
、丸
で
幼
年
学
校
の
予
備
校
み
た
よ
う
な
も
の
で
す
。「
造
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士
会
」
だ
な
ん
て
会
が
あ
っ
て
、
陸
軍
の
古
い
古
い
世
間
の
分
ら
ぬ
少
佐
や
大
佐
た
ち

に
県
教
育
が
支
配
さ
れ
て
、
堂
々
た
る
県
視
学
や
郡
視
学
、
さ
て
は
一
流
の
学
校
ま
で

が
そ
の
尻
馬
に
乗
っ
て
、
軍
人
鼓
吹
ば
か
り
や
っ
て
居
る
。
一
体
「
造
士
会
」
と
は
あ

ま
り
に
偏
狭
、
狭
量
で
は
な
い
か
。（
前
掲
、『
小
原
国
芳
全
集

道
徳
教
授
革
新
論
』、

四
八
頁
）

60

財
団
法
人
鹿
児
島
造
士
会
編
『
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』
鹿
児
島
造
士
会
、
昭
和
十
一
年
。

以
下
、
同
書
を
「『
造
士
会
二
十
五
年
記
念
誌
』」
と
略
記
す
る
。

61
『
造
士
会
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
頁
。

62
「
牧
野
伸
顕
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典

第
十
三
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

平
成
四
年
、
三
六
〜
三
七
頁
参
照
。

63

同
章
で
は
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
十
年
を
「
第
一
期
」、
大
正
十
一
年
か
ら
昭
和
五
年
を

「
第
二
期
」、
昭
和
六
年
以
降
を
「
第
三
期
」
と
し
て
い
る
。

64
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
一
〇
頁
。

65
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
八
七
〜
九
〇
頁
。〈

〉
は
割
註
、
以
下
同
。

66
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
八
八
頁
。

67
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
五
三
〜
五
四
頁
。

68
「
教
員
研
究
費
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
以
下
に
示
し
た
「
旧
薩
藩
領

内
軍
人
養
成
方
法
」
に
、「
今
後
」「
改
良
ヲ
力
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
の
意
図
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、「
本
寄
附
金
」
に
よ
る
「
待
遇
」「
改
良
」
の
結
果
、
教
員
給
増
加
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
を
避
け
る
、
と
い
う
意
図
に
も
注
目
で
き
る
。

本
財
団
ハ
補
充
教
育
ニ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
ニ
中
学
校
教
員
ヲ
定
員
外
ニ
増
員
ス

ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
其
ノ
用
途
ヲ
指
定
費
ト
シ
テ
一
人
又
ハ
数
人
分
ノ
教
員
給
ヲ
中
学
校

ニ
寄
附
ス
ル
事
但
シ
教
員
ノ
待
遇
ハ
学
校
ノ
設
備
ト
共
ニ
生
徒
ノ
成
績
ニ
至
大
ノ
関
係

ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
今
後
益
々
其
ノ
改
良
ヲ
力
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
ニ
本
寄
附
金
ア

ル
カ
為
地
方
費
支
弁
ニ
属
ス
ル
教
員
給
平
均
額
ノ
向
上
増
額
ヲ
阻
止
ス
ル
カ
如
キ
傾
向

ヲ
生
セ
シ
メ
サ
ル
様
特
ニ
注
意
ヲ
要
ス
（『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
五
八
頁
）

69
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
八
八
頁
。「
第
二
期
〈
自
大
正
十
一
年
至
昭
和
五
年
〉」

の
「
校
長
住
宅
料
寄
附
金
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

校
長
住
宅
料
寄
附
金
は
そ
の
端
を
、
前
期
の
末
期
大
正
九
年
に
発
し
、
既
記
の
如
く
財

団
法
人
島
津
奨
学
資
金
と
共
同
に
て
、
先
づ
十
一
校
長
に
県
庁
の
手
を
経
て
（〈
都
城
、

小
林
は
宮
崎
県
と
協
定
し
て
直
接
〉）
現
在
の
借
家
料
を
寄
贈
し
、
追
て
住
宅
建
築
の
予

定
な
り
し
が
、
中
学
校
の
増
設
及
び
物
価
騰
貴
の
た
め
経
費
の
関
係
上
、
遂
に
そ
の
実

現
を
見
る
に
至
ら
ざ
り
き
、
斯
く
て
、
大
正
十
二
年
七
月
よ
り
県
庁
と
協
議
し
て
、
住

宅
料
の
標
準
を
鹿
児
島
市
及
び
大
島
に
在
り
て
は
一
ヶ
月
弐
拾
円
、
其
他
に
在
り
て
は

一
ヶ
月
拾
弐
円
と
し
、
新
設
校
の
校
長
へ
も
同
様
に
寄
贈
の
こ
と
ゝ
な
り
ぬ
。
然
る
に

昭
和
二
年
財
界
変
動
の
影
響
を
蒙
り
し
を
以
て
、
住
宅
料
標
準
額
を
減
額
し
鹿
児
島
市

所
在
の
四
校
は
各
金
拾
六
円
、
其
他
の
各
校
は
金
拾
円
に
改
め
た
り
。（『
造
士
会
創
立

二
十
五
年
記
念
誌
』、
九
三
頁
）

70
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
四
六
頁
。

71
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
九
六
頁
。

72
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
〇
九
頁
。

73
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
〇
九
〜
一
一
〇
頁
。

74
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
一
〇
九
頁
。

75
『
百
年
史

５
』、
一
一
三
〇
〜
一
一
三
一
頁
参
照
。

76
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
五
頁
。
ま
た
、「
軍
人
養
成
」
の
資
金
に
つ
い
て
「
此

金
を
地
方
税
の
補
助
と
す
る
こ
と
は
寄
附
者
の
精
神
で
は
あ
る
ま
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
若
も
此
金
が
地
方
税
の
補
助
を
し
て
も
よ
い
と
い
ふ
こ
と
な
ら
、
他
に
も
方
法
が
あ

つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
、
金
の
性
質
に
か
へ
り
み
て
地
方
税
の
補
助
に
な
る
や
う
な
こ
と
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は
避
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
同
書
、
一
六
〜
一
七
頁
）
と
の
記
述
も
み
ら
れ
る
。

77
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
四
七
頁
。
ま
た
、
同
書
に
、「
各
種
高
等
専
門
学
校
か

ら
大
学
へ
向
ふ
方
面
は
、
既
に
島
津
奨
学
資
金
の
方
で
や
つ
て
ゐ
る
。
陸
海
軍
の
方
へ
奨
学

金
の
方
の
金
を
振
向
け
る
こ
と
が
十
分
に
出
来
な
か
つ
た
か
ら
、
此
度
は
先
づ
陸
海
軍
の
方

を
や
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
」（
同
書
、
一
五
頁
）
と
あ
り
、
高
等
学
校
や

専
門
学
校
、
大
学
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
島
津
奨
学
資
金
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
島
津
家
の
財
力
に
も
限
り
あ
る
こ
と
」（
同
書
、
一
〇
頁
）
な
の
で
、
軍
人
養
成
の
た
め
新

た
に
資
金
募
集
を
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
明
治
四
十
四
年
三
月
、
島
津
忠
重

新
婚
披
露
の
折
、
牧
野
に
対
し
て
、「
今
回
軍
人
養
成
資
金
募
集
の
挙
を
聞
知
し
た
れ
ば
、
其

資
金
の
一
部
に
加
へ
ら
れ
た
し
」（
同
書
、
四
八
頁
）
と
し
て
、
三
万
円
を
寄
附
す
る
旨
が
伝

え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

78
『
造
士
会
創
立
二
十
五
年
記
念
誌
』、
六
頁
参
照
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
中
国
四
国
教
育
学
会
第
六
十
八
回
大
会
「
日
本
教
育
史
」
部
会
（
平
成
二
十
八
年

十
一
月
六
日
、
鳴
門
教
育
大
学
）
で
報
告
し
た
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
卒
業
生
の

進
路
」
に
加
筆
、
修
正
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
川
口
雅
昭
・
人
間
環
境
大
学
教
授
よ
り
御
指
導
を
頂
い
た
。

こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。

（
東
海
学
園
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
）
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